


団子山西遺跡は、宮
み や ぎ け ん

城県大
お お さ き し

崎市田
た じ り

尻小
こ ま つ

松・

大
おおみね

嶺・中
なかのめ

目・通
とおりき

木に所在し、江
え あ い が わ

合川水
すいけい

系の田

尻川両岸の清
きよたききゅうりょう

滝丘陵（築
つきだて

館丘陵）南
なんめん

面の沖

積地に立地します。標高は 12 ～ 18m 程で、

現
げんきょう

況は水田、畑、宅
た く ち

地となっており、その

範
は ん い

囲は北西から南東に長く約 1.7㎞、北東か

ら南西方向は約 0.7㎞に及
およ

びます。

遺跡北側には、古
こ だ い

代新
に い た ぐ ん

田郡を治
おさ

めた新
にいたのさく

田柵

跡
あと

が隣
りんせつ

接し、北東約５km には８世紀前半に

多
た が じ ょ う

賀城創
そ う け ん き

建期の瓦
かわら

を焼いた国
く に し せ き

史跡木
きどかわらかまあと

戸瓦窯跡

が所在するなど、周辺には奈
な ら

良・平
へ い あ ん じ だ い

安時代の

遺跡が多数分布するほか、北
き た こ ま つ

小松遺跡・通木

田
た な か ま え

中前遺跡・木戸遺跡など、縄
じょうもん

文時代から近
きん

世
せい

にかけての遺跡がみつかっています。

大崎市田尻地区では、県営ほ場整備事業に
ともない、平成 13 年度以

いこ う
降、大崎市教育委

員会（旧田尻町教育委員会）や宮城県教育委
員会が、関係する遺跡の発

はっくつ
掘調査を実

じっし
施して

きました。本書では、田尻西部地区ほ場整備

事業に先立って、平成 23 ～ 29 年に宮城県

教育委員会が実施した団子山西遺跡の発掘調

査成果を紹
しょうかい

介します。
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発見された建物跡等の位置（奈良・平安時代）

新
田
柵

新田柵は、律
りつりょうこっか

令国家が領土拡
かくだい

大と地
ち

域
いき

支配のため設
せ っ ち

置した「城
じょうさく

柵」の一つで、

平安時代に編
へんさん

纂された『続
し ょ く に ほ ん ぎ

日本紀』天
てんぴょう

平

9年（737）の記事にその名が記されて

います。城柵は政治機能と軍
ぐ ん じ

事機能の両

方をあわせ持った機
き か ん

関・施
し せ つ

設であった

ことから多くの官
かんじん

人（役人）や兵士が

常
じょうちゅう

駐 していました。８世紀前半頃
ころ

の大

崎地域は、北辺の丘陵一
いったい

帯に城柵やその

関連施設が３～13km間
かんかく

隔で並
なら

んで配置

され、北との境界を形成していました。

団
だ ん ご や ま に し

子山西遺
い せ き

跡
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鳴瀬川

１東山官衙遺跡
２城生柵跡
３名生館官衙遺跡
４小寺・杉の下遺跡
５南小林遺跡
６三輪田・権現山遺跡
７新田柵跡・団子山西遺跡
８城山裏土塁跡・日向館遺跡
９赤井官衙遺跡

多賀城

大崎平野

名取川

阿武隈川　　　　　　　　　　　　　　　　

旧
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飛
あ す か

鳥時代後半から奈良時代前半にかけての

大崎地
ち い き

域は、律令国家にとって勢力範囲の

境
きょうかい

界に位置し、関
かんとう

東地方から大量の移
い み ん

民を送

り込
こ

んで郡を建
た

て、支配領
りょういき

域に組み込むなど、

政権が目指す北への領土拡大の為に最も重要

な地域の一つでした。新田柵もそうした時代

背景、社会情
じょうせい

勢の中で設置された施
し せ つ

設です。

その南に隣接する団子山西遺跡とはどのよう

遺跡空撮（南東から）

大崎平野周辺の城柵・官衙関連遺跡（８世紀前半）

な遺跡なのか？これまで遺跡内では大
だ い き ぼ

規模な

発掘調査は実施されていなかったため、その

性
せいかく

格等については不明な点が数多くありまし

た。しかし、今回の調査によって、【古
こ ふ ん

墳時代】

には集
しゅうらく

落が営
いとな

まれ、特に中期の集落からは

黒
こくようせきせいせっき

曜石製石器や琥
こ は く

珀が出土し、近
き ん き

畿地方を中

心に広がる古墳文化だけではなく、北海道を

中心とする続
ぞくじょうもん

縄文文化の要素をも包
ほうがん

含した集

落だったと考えられること、【奈良・平安時

代】には郡の役所である新田柵が北に造
ぞうえい

営さ

れ、そこから続く道路や大型の掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物が

整備されるなど、城柵と計画を一
いつ

にした官
かんじん

人

（役人）層
そう

の集落として運営されたとみられ

ること、城柵廃
はいぜつ

絶後には、「寺」「軍」などと

墨
ぼくしょ

書された土器が出土し、寺
じ い ん

院や軍
ぐんだん

団の関連

施設が存在した可能性があることがわかりま

した。また、【中
ちゅうせい

世】にも小規模な屋
や し き

敷や集

落が存
そんざい

在していたことが確
かくにん

認されており、古

墳時代から中世にかけての集落変
へんせん

遷、新田柵

に関わる官人たちの暮
く

らしぶりなどを明
あき

らか

にすることができました。
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【前期 (4 世紀）】

河
か せ ん あ と

川跡から土
は じ き

師器の甕
かめ

や壺
つぼ

などが出土しま

した。この時期、のちに新田柵がつくられる

北側丘陵には、当時の有力者のお墓
はか

である

円
えんぷん

墳が存
そんざい

在していることから、円墳の被
ひ そ う し ゃ

葬者

と関
かか

わりのある人々の集落（ムラ）がこの地

に営
いとな

まれていたと考えられます。

【中期 (5 世紀）】

遺跡南東部に集中して、竪
たてあなたてものあと

穴建物跡２棟
とう

、

土
ど こ う

坑（穴）２基、溝
みぞあと

跡１条
じょう

などがみつかりま

した。

竪穴建物跡からは土師器・石
せきせいもぞうひん

製模造品・黒

曜石製石器・琥珀などが出土しています。石

製模造品は古墳文化、黒曜石製石器や琥珀は

続
ぞくじょうもんぶんか

縄文文化の遺跡で多く出土することから、

この時期のムラは南と北の両方の文化の影響

を受けていたことがわかります。また、溝跡

などからは、石製模造品の未
み せ い ひ ん

製品（製作途
とちゅう

中

のもの）もみつかっています。石製模造品は

祭
さ い し

祀（マツリ）の道具と考えられており、未

製品の出土は、ムラの人々がこれらを自ら製

作していたことを示しています。同様の事例

は県内でも数例しか確認されておらず、貴
きちょう

重

な発見となりました。
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土坑（SK1362）遺物出土状況

古墳時代中期の竪穴建物跡（SI1621）

SI1621 遺物出土状況

琥珀 黒曜石製石器
北方系遺物

竪穴建物跡（SI1621）出土土師器

土師器（上：坏
つき
　下：器

きだい
台） 石製模造品（鏡

かがみ
）

古墳時代
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【８世紀前半－新田柵造営前後－】

こ の 時 期、 竪 穴 建 物 跡 な ど は み つ か っ

て い ま せ ん が、 新 田 柵 に ほ ど 近 い 河 川 跡

（SD110A）からは土器などが多量に出土し、

「厨
くりや

 田
た ひ と

人」※と墨書された須
す え き

恵器もみつかり

ました。また、東側に隣接するお椀
わ ん こ や ま

子山遺跡

では掘立柱建物跡がみつかっていますので、

柵の造営開始とともに人々が周辺に住み始め

た様子を伺
うかがい

い知ることができます。
※厨 = 食物調理の場　※田人 = 田植えをする人

【８世紀後半ー新田柵造営後ー】

柵からムラへと延びる幅 7.0 ～ 9.7 ｍの南

北道路１条（SX200）と、その東側で幅 4.2

～ 6.6 ｍ東西道路２条（SX400・1197）がつ

くられます。周辺では道路と方向を合わせた

掘立柱建物跡 13 棟や竪穴建物跡５棟、その

他に井
い

戸
ど

跡
あと

１基、土坑４基、溝跡 10 条など

がみつかっており、次
し だ い

第に多くの人々が生活

するようになったことがわかります。特に、

同時期の一
いっぱんてき

般的集落では希
きしょう

少な存在である掘

立柱建物跡は、南北道路周辺に集中しており、

このエリアは新田柵で働く官人（役人）たち

の居住域だったと考えられます。土坑（SK1362）遺物出土状況

SI1621 遺物出土状況

南北道路跡（SX200）

側
そっこう

溝
側溝

南北道路跡（SX200）東西道路跡（SX1197）交差点

側溝
側溝

南北道路⇒ 新田柵へ⇒

掘立柱建物跡（SB734）と柱穴断面
柱
はしらこんせき

痕 跡 柱痕跡

井戸跡断面（SE1626）

井戸枠
わく

掘
ほ

り方
かた

埋
うめつち

土

井戸廃
はいぜつ

絶後の流入土

側溝

竪穴建物跡（SI670）

壁
へきちゅうけつ

柱 穴 ※計 10 ヶ所みつかっています。

カマド残存状況

カマド

煙
けむりだ

出し穴
あな

焚
たきぐち

口

カマドソデ

※土器で補強
されています。

東西道路

⇒

奈良時代
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【８世紀末～９世紀前半】

道路は継
けいぞく

続して使用され、周辺では掘立柱

建物跡７棟以上や竪穴建物跡２棟、溝跡 1 条

などがみつかっています。この時期、遺構の

分布範囲は道路周辺、特に南北道路（SX200）

と東西道路（SX400）に挟
はさ

まれた北東側に集

中しており、竪穴建物と比べて、掘立柱建物

の割合が高くなる傾向がみられます。特に建

物が集中する道路交差点付近は、床張りの建

物や高
た か ゆ か そ う こ

床倉庫とみられる総
そうばしら

柱建物等、大型の

建物によって構成されており、新田柵正面南

側に位置し、河川から離
はな

れた微
び こ う ち

高地で立
り っ ち

地

条
じょうけん

件も良いことから、新田柵に関
かか

わる官人の

中でも最上位階
かいそう

層の官人の居
きょかん

館だったのでは

ないかと考えられます。

土坑（SK280）土器出土状況 掘立柱 ( 四面廂 ) 建物跡（SB1475）と柱穴断面

掘立柱 ( 総柱 ) 建物跡（SB320）と柱穴断面

掘立柱 ( 床束 ) 建物跡（SB321）と柱穴断面

腐
ふしょく

食せずに
残った柱材

柱痕跡

柱
はしらざい

材
沈
ち ん か ぼ う し

下防止の根
ね だ

太

柱痕跡

廂
ひさし

身
も や

舎

床を支える束
つかばしら

柱

束柱
柱痕跡

柱痕跡

高床倉庫と考えられます。

床張りの建物と考えられます。

平安時代

掘立柱建物群
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【９世紀後半～】

９世紀後半頃には、新田柵は官
か ん が

衙としての

主
しゅよう

要な機
き の う

能を失
うしな

ったと考えられています。団

子山西遺跡でも道路や掘立柱建物は廃絶し、

竪穴建物跡４棟以上や畑跡（小
しょうみぞじょう

溝 状遺
い こ う ぐ ん

構群）、

土坑、溝跡などが点在するなど、全体的に遺

構数は減少しています。その一方で、「□寺」

「軍」と記された墨書土器が出土することか

ら、この時期、官人（役人）の居住域から寺
じ

院
いん

や軍
ぐ ん だ ん へ い し

団兵士の活動の場へと土地の利用が変

化したのではないかと考えられます。

【10 世紀前半】

遺構数は更に減少しますが、四
し め ん び さ し つ

面廂付きの

大型掘立柱建物跡（SB1475）などがみつかっ

ています。ただし、建物周辺に関連施設はな

く、単
たんどく

独で存在することから、この建物は何

らかの非
ひにちじょうてき

日常的な目的で設置されたのではな

いかと考えられます。また、土器をまとめて

廃
は い き

棄した土坑（SK280）もみつかっています。

遺物は８世紀前半から 10 世紀にかけての

土師器、須恵器、灰
か い ゆ う と う き

釉陶器、赤
あ か や き ど き

焼土器、瓦
かわら

、

硯
すずり

、石製品、木製品、金属製品などが出土し

ました。特に８世紀後半から９世紀前半の

ものが多く、城柵・官衙関連遺跡等で特徴

的に出土する須恵器盤
ばん

・稜
りょうわん

埦・水
すいびょう

瓶、石
せきたい

帯

（官人のベルト）、当時の高級品である愛
あ い ち

知県

猿
さ な げ よ う

投窯産の須恵器・灰釉陶器などが含まれて

おり、出土地点周辺が新田柵に勤務する官人

層の居館跡であることを示
し さ

唆する貴重な資料

となりました。また、土器の頸
けい

部
ぶ

に線を彫
ほ

っ

て文様を施
ほどこ

した土師器甕
かめ

も出土しています。

こうした特徴は古墳時代の琥珀等と同様、北

方文化の影響をうけたものと考えられ、県北

地域の文化的特徴の一つといえます。

出土遺物（奈良～平安時代）

SD110A 河川跡出土土器（須恵器）

５

７

６

４～８須恵器［４盤　５･ ６ 稜埦 
７ 水瓶　８ 壺］９ 灰釉陶器
10･11 軒丸瓦　 12  石帯（丸鞆）　
13  硯　14  鉄鏃　15  土師器甕
16  木製品（井戸枠）

３

４

８

10

13
12

14

15

11
９

SK280 土坑出土土器（土師器・赤焼土器）
※土師器は内面が
黒色に焼成されています。 ※頸部に文様があります。

※猿投窯産

１～３墨書土器

１ ３

２

１ 土師器坏「□寺」（体部横位）
２ 須恵器坏「軍」（体部横位）
３ 須恵器坏「厨  田人」（底部）

１ ２

３

奈良・平安時代の出
しゅつど

土遺
い ぶ つ

物
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青磁

板碑

およそ～年前 時　代
30,000 年前 旧石器時代
16,000 年前 縄文時代
2,500 年前 弥生時代
1,700 年前

古墳時代

前期

中期

後期
1,400 年前

古代

飛鳥時代
1,300 年前 奈良時代
1,200 年前 平安時代
800 年前

中世

鎌倉時代

室町時代

安土桃山時代
400 年前 近世 江戸時代

西　暦 主　な　で　き　ご　と

4 世紀
大型の古墳が盛んにつくられる

県内では、雷神山古墳（名取市）、遠見塚古墳（仙台市）などがつくられる

5 世紀 大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）がつくられる

6 世紀 聖徳太子が政治をおこなう

7 世紀

645 年 大化の改新

658 年 阿倍比羅夫が日本海岸の蝦夷の地に遠征する

694 年 藤原京に都を移す　このころ郡山遺跡（仙台市）に多賀城以前の陸奥国府が置かれる

8 世紀

710 年 平城京に都を移す

724 年 多賀城が創建される

794 年 平安京に都を移す

797 年 坂上田村麻呂が征夷大将軍に任命される

9 世紀
869 年 陸奥国大地震（貞観地震）

894 年 遣唐使が中止される

10 世紀
934 年 陸奥国分寺七重塔が雷火で焼ける

939 年 平将門の乱

13~14 世紀 1192 年 源頼朝が征夷大将軍になる

関連年表
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重機による表土掘削

現地説明会 現地説明会

竪穴建物跡の調査風景

発掘調査報告書

発見された遺構や遺物は、野
や　がい

外調査の
後、室内整理作業を経て分

ぶんせき

析・検
けんとう

討され、
記録として保存されます。その成果は

「発掘調査報告書」としてまとめられ、
発掘調査が完

かんりょう

了となります。

遺跡北西部を中心に井戸跡４基、土坑３基

のほか、溝跡などがみつかりました。建物跡

は確認されませんでしたが、これらの多くは

屋敷跡に関連するものと考えられます。

遺物は陶器、磁
じ き

器（青
せ い じ

磁）、銭貨、板
い た び

碑のほか、

漆・木・竹製品、石製品などが出土していま

す。陶器は在
ざ い ち

地の伊
い ず ぬ ま

豆沼窯跡産の製品が最も

多く、常
とこなめ

滑窯産、渥
あ つ み

美窯産、白
しろいし

石窯産の製品

もみつかっています。伊豆沼窯産の製品は生

産地以外での出土例が少なく、貴重な発見と

なりました。
伊豆沼窯産

常滑窯産

渥美窯産

陶器

井戸跡（SE88）断面

SE88 出土竹製品

中世


